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生活環境圏を対象とした CO2濃度観測システムの高度化と計測データの傾向 
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1 背景・目的 

二酸化炭素(以下 CO2)は 18 世紀末の産業革命以降の

人口増加や産業発展の影響により，最近数十年来，地

球上で急激な勢いで増加してきた温室効果ガスである。

他の大気汚染物質に伴って排出されるケースが多く，

窒素化合物濃度と正の相関性を示すというデータも報

告されており 1)，都市計画の分野においても CO2 排出削

減は重要な意味を持っているといえる。しかしCO2 濃度

には日本国内範囲においても地域によって明らかな格

差や特性が生じていることが分かっており 3)4) ，それ

ぞれの地域の状態に応じて効率の良い対策をとること

が望まれる。 

そこで本研究では都市・局所スケールにおける CO2濃

度の現状や地域特性を把握することで都市レベルでの

CO2削減対策を検討するための基礎データを作成するこ

とを目的として、以下の 2 つの視点から茨城大学工学

部周辺地域における CO2濃度測定システムを提案し、デ

ータを収集・分析を行う。 

①定点での長期的観測による CO2 濃度の長期時系列

変化のデータ収集とその解析 

②複数点における観測による CO2 濃度の面的変化デ

ータ収集とその解析 

 

2.定点観測 

計測用百葉箱を茨城大学部工学部都市システム工学

科西棟屋上に設置し、2007 年 10 月 23 日から風向風速

計を併設させ同時にデータの収集を行っている。百葉

箱を図-1 に示す。 

計測データは 1日ごとにcsv ファイルに書き出され、

濃度計データは約 3 秒ごと、風向風速計は 5 分ごとの

値が記録される。本論では2007 年 11 月から 2008 年 10

の計 1年分の計測データを用いて分析を行った。 

日平均 CO2濃度の推移を図-2 に示す。濃度値そのもの

に関しては季節による傾向の違いを見ることは難しい

ものの夏になると濃度差が激しくなっている様子がう

かがえる。 

また、1日の中の時間帯の違いによる濃度変化を考察

するために 1時間ごとに CO2濃度の平均値を計算した 1

ヶ月分集めることで各月の平均的な CO2濃度の日変化 

グラフを作成した。各季節の代表として 1月(冬)、4月

(春)、7月(夏)、10 月(秋)のグラフを図-3 に示す。 

図-3 より、いずれの季節においても昼間に濃度が下

がる傾向にあることが読み取れる。夏や秋にかけてそ

の差が大きくなっていることからもこれは植物の光合

成による影響と考えられる。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-1 観測システム外観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 日平均 CO2濃度の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 月ごと平均的 CO2濃度の時間変化

キーワード 都市大気環境，環境計測，二酸化炭素濃度 

連絡先 〒316-8511 茨城県日立市中成沢町 4-12-1 茨城大学工学部 0294-38-5166 

320

340

360

380

400

420

0
7/

1
1
/
1

0
8/

1
/
1

0
8/

3
/
1

0
8/

5
/
1

0
8 /

7
/
1

0
8/

9
/
1

日付

日
平

均
C

O
2
濃

度

 

Ⅶ－54 第36回土木学会関東支部技術研究発表会



3.断面観測 

過去の研究においてCO2濃度計とハンディGPSを持っ

て都市内を移動することで計測断面における濃度分布

図を作成する手法を提案した。 

しかし濃度計に搭載されたファンが周辺の大気の状

態を乱すことおよびセンサ感度が高いことに起因し、

システム周辺大気の極めて微小な影響が計測値に反映

されることが問題となっていた。そのため、本検討で

は FAN を持たない同種のセンサを準備し観測を行うこ

とによってどのような FAN の設置が妥当であるのか検

証実験を行った。 

 図-4 に平成 20 年 9 月 27 日(土)に常陸大子駅周辺に

おいて実施した観測結果を示す。 

暖色系は CO2濃度が高いことを示し，寒色系は濃度が

低いことを示す。図より，JR 常陸大子駅近傍の中心市

街地では濃度が高く，久慈川沿いおよび東側丘陵地に

て濃度が低い傾向にあることがわかる。この相対的な

傾向は，「市街地」と「里山地域」という土地利用の観

点から類推する濃度値変化の傾向と一致している。し

かし，図中に矢印で示した地点では，計測作業中に，

計測者の脇を乗用車が通過した。このため，里山地域

であっても高い CO2濃度が計測された。加えて，センサ

部分に FAN を設置していなかったために，一定時間，

乗用車の影響による高濃度値の表示が続いた。以上の

現地計測から，センサ改良に関する以下の点がリスト

アップされた． 

①センサそのものの感度は十分であり，改良の必要

はない． 

 ②移動計測を行うが，徒歩による移動ではセンサ部

分の換気が十分に行われなく，FAN による何らかの

換気が必要とされる． 

 ③センサ部の換気に関しては，絶対的な基準は無く，

機器の仕様に応じた移動時間設定が必要となる． 

 

これらに基づき，センサを覆うカバー内の大気を排

気する吸入型の FAN への改良を行った。図-5(1)および(2)

は，大子町での計測に使用したセンサに対して FAN の

ON/OFF 機能を追加した場合における CO2 濃度応答のグ

ラフである((株)ユー・ドム橋本氏計測結果)。 

 図-5(1)は，密閉容器に CO2を注入し，濃度を上昇させ

るケースである。図より，FANの有無により，実験開始

から約 60秒経過時に 1000ppm程度の反応差が生じるこ

とがわかる。また，図-5(2)は，密閉容器のふたを開放

し，濃度を下降させるケースである。この場合でも，

約 60秒経過時に1000ppm 程度の反応差が生じることが

わかる。 

 以上のことから吸気型ファンを取り付けることによ

ってより詳細な濃度変化を捉えることができると考え

られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-4 断面濃度分布マップ 

 

 

 

 

 

 

 

図-5(1)  濃度上昇速度比較実験 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5(2)  濃度下降速度比較実験 

 

4.今後の予定 

・定点観測のデータの取得を継続して行い、風向風速

計のデータに関しても考察を行う。 

・改良を行ったセンサを用いて現地調査を行い、都市

構成要素がそれぞれ CO2 濃度に与える影響について

考察を行う。 
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